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第４回 小美玉市民文化祭
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　10月30日から11月８日までの10日間にわたり、市内３会場で「第
４回小美玉市民文化祭」が開催されました。園児、児童生徒から高
齢者まで、延べ約 6,300 人の作品展示や舞台発表が行われ、来場
者は約 14,000 人を数えました。
　各会場には、絵画、書道、写真などの美術展をはじめ、生け花、
陶芸、編み物、革工芸、パッチワークなどたくさんの力作が展示さ
れたほか、合唱や民謡、舞踊、太極拳、フラダンスなどの舞台発表
や消費生活展、ヘルスメイト展、消防フェアなどの各種イベントが
行われました。文化・芸術の秋にふさわしい催しとなりました。
（4・5 ページにも掲載）

第４回 小美玉市民文化祭第４回 小美玉市民文化祭第４回 小美玉市民文化祭
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市
で
は
、
多
様
な
立
場
の
人
が
ま
ち
を
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
を
実
際
に
行
な
っ
て
い
く
た
め
の
「
共
通
の
ビ

ジ
ョ
ン
・
方
向
性
」
を
示
す
た
め
、「
小
美
玉
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
計
画
は
、
今
後
の
小
美
玉
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
都
市
計
画
の
基
本
方
針
を
示
し
て
お
り
今
後
の

土
地
利
用
の
あ
り
方
や
、
都
市
の
基
盤
と
な
る
道
路
・

公
園
・
下
水
道
な
ど
の
整
備
の
あ
り
方
を
定
め
、
計
画

的
で
効
率
的
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
市
の
総
合
計
画
と
の
整
合
を
図
り
、
県
の
都
市
計

画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
即
し
な
が
ら
、
全
市
的
な

「
全
体
構
想
」に
加
え
て
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た「
地
域

別
構
想
」を
も
っ
て
構
成
し
、
都
市
計
画
審
議
会
や
策

定
委
員
会
な
ど
で
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
小
美
玉
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン（
案
）」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ご
意
見
ご
提
言
を
募
集
し
ま
す
。

★ パブリックコメントとは、日本語では「意見公募手続」と訳されます。重要な事案等の策定にあたり、公正
の確保と透明性の向上を図るため、事前に案を公表し、市民からの提出された意見を考慮して、意思決定を
行うとともに、意見に対する市の考え方を公表する一連の手続きをいいます。

●
公
表
資
料
の
閲
覧
場
所

　

本
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー
、
小
川
総
合
支
所

　

玉
里
総
合
支
所

　

都
市
整
備
課
窓
口
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
意
見
募
集
期
間

　

12
月
16
日（
水
）
〜
平
成
22
年
1
月
15
日（
金
）

●
提
案
方
法

　

意
見
提
案
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
提
案
箱
に
投
函
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
で
ご

提
案
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

　

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

・ 

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
お

よ
び
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

　

・ 

市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
方

　

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
方

【
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
】

　

小
美
玉
市
役
所

　

都
市
建
設
部　

都
市
整
備
課　

宛

　

〒
3
1
9
-0
1
9
2

　

小
美
玉
市
堅
倉
8
3
5
番
地

　

E-m
ail

：toshi@
city.om

itam
a.lg.jp

●
応
募
上
の
注
意

　

意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
市
の

考
え
方
の
概
要
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表（
個
人

情
報
を
除
く
）す
る
予
定
で
す
。
電
話
、
口
頭
で
の
意

見
や
住
所
・
氏
名
な
ど
の
明
記
の
な
い
も
の
は
受
付
で

き
な
い
の
で
了
承
願
い
ま
す
。

　

市
で
は
、来
年
3
月
27
日
の「
小
美
玉
市
民
の
日
」に
む
け
て『
小

美
玉
市
1
1
9（
い
い
区
）マ
ッ
プ
』を
発
行
す
る
た
め
、
11
月
25

日
、
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
首
都
圏
支
社
と
協
働
発
行
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
7
月
に
9
名
の
市
民
で
組
織
さ
れ
た
小
美
玉
市
民
の

日
実
行
委
員
会（
緑
川
忠
雄
委
員
長
）の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、
民

間
の
も
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
生
か
し
、
便
利
で
使
い
や
す
い

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　

小
美
玉
市
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
、
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た

市
民
が
多
い
な
か
、
市
内
に
あ
る
1
1
9
行
政
区
を
1
つ
1
つ
丁

寧
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
状
況
を
少
し
で
も
改
善
し
、

市
民
相
互
の
一
体
感
の
醸
成
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

★ 官民協働とは、小美玉市と民間事業者が協力・連携して
事業を行うもので、これによって、市民サービスの向上
および行政経費の節減が図られます。

（写真左から、ゼンリンの吉川首都圏支社長、緑川実行委員長、島田市長）
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◆
秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章

　

元
小
美
玉
市
議
会
議
員

　
　

橋
本　

正
規
さ
ん（
大
井
戸
平
山
）

　

橋
本
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
に
玉
里
村
議
会
議

員
に
就
任
し
、
以
来
27
年
8
カ
月
半
の
長
き
に

わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
と
小
美
玉
市
お

よ
び
玉
里
村
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
14
年
6
月
、
玉
里
村
議
会
議
長
に
就

任
し
、
抜
群
の
指
導
力
を
発
揮
し
、
円
滑
な
議

会
運
営
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
18

年
6
月
、
市
の
監
査
委
員
に
就
任
し
、
合
併
後

の
複
雑
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
長
年
の
議
会

議
員
の
経
験
か
ら
な
る
判
断
力
と
指
導
力
を
存

分
に
発
揮
し
、
そ
の
安
定
化
と
健
全
化
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　

元
美
野
里
町
消
防
団
副
団
長

　
　

皆
藤　

泰
さ
ん（
西
郷
地
）

　

皆
藤
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
の
入
団
か
ら
昭
和

63
年
に
退
団
さ
れ
る
ま
で
の
39
年
間
、
昼
夜
を

問
わ
ず
、
多
く
の
火
災
・
災
害
現
場
に
出
動
さ

れ
る
と
共
に
、
火
災
予
防
の
普
及
・
啓
発
活
動

に
も
精
力
を
注
が
れ
、
郷
土
を
災
害
か
ら
守
る

「
消
防
人
」と
し
て
地
域
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、消
防
団
本
部
員
に
就
任
さ
れ
る
と
、

消
防
組
織
・
消
防
機
械
の
近
代
化
・
消
防
水
利

の
確
保
に
尽
力
さ
れ
る
と
同
時
に
、
後
輩
の
技

術
指
導
等
後
進
の
育
成
に
も
心
血
を
注
が
れ
、

今
日
の
小
美
玉
市
美
野
里
消
防
団（
旧
美
野
里

町
消
防
団
）の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

◆
秋
の
褒
章

黄
綬
褒
章　

業
務
精
励

【
ア
ー
ク
溶
接
工
・
卓
越
技
能
】

　

日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
土
浦
事
業
所

　

生
産
統
括
本
部
製
造
部
製
缶
課

　
　

住
田　

俊
夫
さ
ん（
脇
山
）

　　

住
田
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
、
日
立
製
作
所
亀

有
工
場
に
入
社
以
来
、
大
型
の
ポ
ン
プ
や
特
殊

車
両
・
機
材
の
製
缶
・
溶
接
作
業
に
従
事
さ
れ
、

特
に
高
信
頼
性
ポ
ン
プ
の
溶
接
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
の
溶
接
に
優
れ
た
技
能
を
発
揮
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
昭
和
48
年
に
技
能
五
輪
全
国
大
会

「
電
気
溶
接
部
門
」
で
第
１
位
。
平
成
20
年
に

現
代
の
名
工
を
受
賞
。そ
の
卓
越
し
た
技
能
は
、

産
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章　

更
生
保
護
功
績

　

保
護
司
・
出
版
会
社「
文
真
堂
」専
務　

　
　

前
野　

隆
さ
ん（
東
平
）

　

前
野
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
24
年
間
、
保
護
司
と
し
て
犯
罪
を
犯
し

た
人
や
非
行
に
走
っ
た
人
た
ち
の
立
ち
直
る
手

助
け
や
、
地
域
住
民
か
ら
の
犯
罪
や
非
行
の
予

防
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
・
指

導
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
前
野
さ
ん
は
、「
私

は
東
京
勤
め
で
、
地
元
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
妻

任
せ
の
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
の
も
妻
の
お
陰
で
す
」と
受
章
の
陰

に
内
助
の
功
が
あ
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
し

た
。

　

地
域
住
民
全
体
が
健
康
で
安
全
・
安
心
な
地

域
づ
く
り
を
掲
げ
、
食
育
の
推
進
、
防
犯
活
動

を
図
り
な
が
ら
、
運
動
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
長
年
に
わ
た
り
続
け
て
き

た
野
田
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ「
さ
わ
や
か
な
野

田
を
つ
く
る
会
」の
石
﨑 

渡
会
長
が
、
11
月
10

日
、
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
の
報
告
に

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
行
わ

れ
た
受
賞
式
に
は
、
同
会
健
康
増
進
部
長
の
管

理
栄
養
士
、
田
村
チ
イ
さ
ん
が
出
席
し
、
保
健

文
化
賞
と
し
て
厚
生
大
臣
表
彰
と
第
一
生
命
か

ら
の
感
謝
状
と
賞
金
2
0
0
万
円
を
受
け
た
こ

と
、
翌
日
皇
居
に
参
内
し
、
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
に
拝
謁
を
賜
っ
た
こ
と
を
報
告
。

　

受
賞
に
際
し
、石
﨑
会
長
は
、「
関
係
者
か
ら
、

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
受
賞
し
、
新
鮮

に
感
じ
た
」と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
嬉

し
か
っ
た
こ
と
、
今
回
の
同
会
の
活
動
が
他
の

受
賞
団
体
と
は
異
な
り
、
地
域
住
民
が
取
り
組

ん
で
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
市
長
に
伝

え
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
野
田
を
つ
く
る
会
で
は
、
今

回
の
賞
金
を
活

用
し
て
、
昨
年

同
学
区
内
の
各

家
庭
に
配
っ
た

「
食
育
カ
ル
タ
」

に
、
詳
し
い
説

明
を
加
え
た

「
健
康
読
本
」を

発
刊
す
る
予
定

で
す
。

第
61
回
保
健
文
化
賞
を
受
賞

野
田
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
さ
わ
や
か
な
野
田
を
つ
く
る
会
」
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受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



パッチワークパッチワーク

選挙ポスター作品展選挙ポスター作品展

フラダンスフラダンス

フラワーアレンジメントフラワーアレンジメント

陶器市陶器市

園児共同作品展園児共同作品展児童作品児童作品

茶会茶会

消防フェア消防フェア

コーラス

玉里生活学校

手芸作品・生け花

綿つむぎ体験

はた織り作品展はた織り作品展

オカリナ 園児作品展
古木古木

マジックマジック

ヘルスメイト展

一日限定おみたま商店街

牛乳早飲み大会

ビンゴ大会　何があたるかな!?

新鮮野菜がたくさん!! ▲まゆクラフト

第
４
回 

小
美
玉
市
民
文
化
祭
を
開
催
！

文
化
・
芸
術
の
祭
典

4平成 21年 12月 10日　広報おみたま



パッチワーク

選挙ポスター作品展

フラダンス

フラワーアレンジメント

陶器市

園児共同作品展児童作品

茶会

消防フェア

コーラスコーラス

玉里生活学校玉里生活学校

手芸作品・生け花手芸作品・生け花

綿つむぎ体験綿つむぎ体験

はた織り作品展

オカリナオカリナ 園児作品展園児作品展
古木

マジック

ヘルスメイト展ヘルスメイト展

一日限定おみたま商店街
一日限定おみたま商店街

牛乳早飲み大会牛乳早飲み大会

ビンゴ大会ビンゴ大会

模擬上棟式

▲

しのぶちゃんショー

▲

▲大抽選会

　何があたるかな!?　何があたるかな!?

新鮮野菜がたくさん!!新鮮野菜がたくさん!!

5 広報おみたま　平成 21年 12月 10 日



『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！

⒈開催日時等
　■と　　き：平成22年１月14日（木）
　■集合場所：小美玉市役所および小川総合支所
　■出発時間：午後１時（小川総合支所は、午後１時20分）
　■見学場所：茨城空港ターミナル地区周辺など
　　　　　　　＊ターミナル地区には入場できませんので、あらかじめ
　　　　　　　　ご承知おきください。
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局からご連絡します。
⒉定　員
　■定　　員　30名程度（先着順）
　　　　　　　＊なお、小学生以下の方は、保護者の同伴が必　
　　　　　　　　要となります。　　　　　　　
　　　　　　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。

⒊募集期間
　■12月17日（木）から定員になり次第終了。
　　＊募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。
⒋応募方法
　　参加を希望する方は、以下の必要事項をご記入のうえ、 
　ファックスまたは電子メール等でお申込みください。申込み
　は先着順となりますので、お早めにお申込みください。
①郵便番号、住所、電話番号　②氏名、性別　③年齢
④勤務先または学校名（役職名または学級名なども記入願います。）
⑤集合希望場所
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内「茨城空港見学会」担当
　　☎48－1111　内線1171　　FAX48－1199
    　電子メール　kuko@city.omitama.lg.jp
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html

　市では、平成22年3月の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への
見学会の参加者を募集します。参加ご希望の方は、次の内容をご覧のうえご応募ください。
　参加は無料です。お早めのご応募をお待ちしております。
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　本年5月から区長・住宅管理者の方々を通してご協力いただきました一般社資は、皆さまのご支援により522万
2,000円となりました（平成21年11月30日現在）。
　この資金は、日本赤十字社茨城県支部を通して、国の内外における日本赤十字社の活動（災害時の救助活動・救援
物資の備蓄・血液事業・救急法の講習会の開催・乳児院の運営等）の資金として大切に使われています。

 日本赤十字社小美玉市地区長　島田　穣一

　平成 21年１月から12月末までに支払った後期高齢者医療保険料は、所得税の確定申告や市・県民税の申告の
際に、社会保険料として全額所得控除の対象になります。

＊納付済額のお知らせ
　・ 特別徴収（年金から天引き）の方は社会保険庁や共済組合等から毎年１月ごろに送られてくる「公的年金等の源
泉徴収票」に記載された、後期高齢者医療保険料の天引き額をご確認ください。この場合、本人が保険料を支払っ
ているため、親族の社会保険料控除として申告することはできません。

　・普通徴収（口座振替・窓口納付）の方は市から納付済額通知書を郵送します。（平成22年１月下旬ごろ）

＊年末調整で利用される場合
　・ 普通徴収の方で早めに納付済額通知書が必要の方は、市役所医療保険課、小川総合支所総合窓口課、玉里総
合支所総合窓口課、羽鳥出張所のいずれかの窓口にて、発行の申請をしてください。無料にて後期高齢者医療
保険料納付額確認書を発行します。

　・ 申請には本人または同一世帯のご家族が印かんと保険証を持ってお越しください。やむを得ず第三者（勤務先・
会計事務所等）の方が来庁される場合には印かん・身分証明書をお持ちください。

＊電話でのお問い合わせにはお答えできません
　・ 電話での納付済額のお問い合わせにつきましては、本人確認ができませんので一切お答えしておりません。あ
らかじめご承知おきください。

＊その他
　・年末調整にて控除された方は確定申告で控除することはできません。
　・ 後期高齢者医療保険料は、被保険者が納付義務者となります。したがって、納付額確認書も納付義務者名で
発行しますが、実際に納付された方が社会保険料控除として申告できます。

問い合わせ　医療保険課　☎４８－１１１１　内線1105・1106・1107

後期高齢者医療（長寿医療）保険料は社会保険料控除の対象になります。

平成 21年 12月 10日　広報おみたま



　市では、平成22年３月、小美玉市内に完成する茨城空港の開港を記念し、市民に空港を
積極的に活用してもらうことを目的に、市民参加の国際観光交流事業を実施します。
　茨城空港から飛行機に乗って、韓国・台湾を体験してみませんか?

■方　面　・韓国（ソウル）
　　　　　　（アシアナ航空定期便利用）
　　　　　・台湾（台  北）
　　　　　　（復興航空チャーター便利用）

■期　　間　韓国（ソウル）３日間（半日市内観光・朝食２・昼夕食各１回付）
　　　　　　　①３月11日（木）～３月13日（土）開港日出発
　　　　　　　②３月13日（土）～３月15日（月）
　　　　　　　③３月15日（月）～３月17日（水）
　　　　　　　④３月17日（水）～３月19日（金）
　　　　　　　⑤３月19日（金）～３月21日（日）
　　　　　　台湾（台  北）４日間（半日市内観光・朝食３・昼夕食各１回付）
　　　　　　　⑥3月11日（木）～3月14日（日）開港日出発

■募集人員　 韓国（ソウル）／各40名程度　　台湾（台  北）／100名程度

■応募資格　①市内に住民登録をしている方（平成22年１月１日現在）
　　　　　　②18才以上の方
　　　　　　※１）原則２人１組（同室）での申込みとさせていただきます。
   　　　　　　　　 1人でお申込みの場合、２名での申込みの方が優先されるとともに別途追加

料金がかかります。
　　　　　　 ※２） 家族で申込みの場合、１世帯２名までとさせていただきます。
　　　　　　 ※３）  ４名以上の団体で申込みたい場合（偶数名に限る）、申込書に団体名等を記載

してください。なお、全体で応募者数が超過する場合、抽選となります。

■選考方法　参加申込みによる応募（応募多数の場合は抽選による）
　　　　　　※抽選は平成22年１月18日（月） 実施

■参加費用　１人約３～５万円程度（詳細は参加申込書のとおり）
　　　　　　※１） 現地空港税等の別途料金がかかります。
　　　　　　　　   燃油サーチャージ等の別途料金がかかる場合があります。
　　　　　　※２） パスポート申請手数料・海外保険料等は除きます。

■応募締切　平成22年１月13日（水）必着

■応募方法　次の必要書類を下記事務局へ提出してください。
　　　　　　　事業参加申込書（広報おみたまおよび事務局で配布）
　　　　　　※申込書は、市ホームページからもダウンロードできます。
■選考結果　選考結果を通知させていただきます。
■申込・問合せ
　小美玉市市長公室空港対策課（事務局）〒319－0192堅倉835番地
　☎４８－１１１１　内線1171・1172　 FAX４８－１１９９ 裏面 : 参加申込書

き

り

と

り

き

り

と

り



小美玉市役所空港対策課行き （FAX ４８－１１９９）   

事　業 方面 ・ 期間 自己負担

事業① 韓国（ソウル）　　３日間　３/11（木）～３/13（土） 約 37,000 円

事業② 韓国（ソウル）　　３日間　３/13（土）～３/15（月） 約 30,000 円

事業③ 韓国（ソウル）　　３日間　３/15（月）～３/17（水） 約 27,000 円

事業④ 韓国（ソウル）　　３日間　３/17（水）～３/19（金） 約 27,000 円

事業⑤ 韓国（ソウル）　　３日間　３/19（金）～３/21（日） 約 33,000 円

事業⑥ 台湾（タイペイ）　４日間　３/11（木）～３/14（日） 約 49,000 円

※希望される事業の番号をご記入ください。
※応募多数の場合、抽選となります。
※第一希望が優先されます。(第二希望の事業が第一希望の方で定員超の場合、第二希望は無効となります。)

（ふりがな）

お名前 年齢 （ふりがな）

住所 電話番号

第一希望
事業（番号）

第二希望
事業（番号） の参加を希望します。

※ どの事業でも参加したい方は、第一希望・第二希望の事業を記入のうえ、下記の「どの事業
でもよい」に○を付けてください。

の参加を希望します。

※原則２人１組でお申し込みください。 
※個人情報は、当事業事務にのみ使用し、他の用途に使用することはありません。

※申込締切　平成 22年１月13日（水）必着

団　体　名 人　数　　　　　人 

※４名以上の団体で申込みたい場合、団体名等を記入してください。 
※団体での申込みでも、事業の応募者が定員を超える場合、抽選となります。 ／ ⬅ 何枚中の何枚か

記入してください

き

り

と

り

き

り

と

り
・どの事業でもよい

「小美玉市民の翼事業」参加申込書
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脇山区
代表：脇山区長  前島良雄
認定：平成20年4月
構成：529 世帯

　脇山区は、常磐線羽鳥駅東口に隣接し、交通の利
便性が高く平穏で静粛な住みやすい住宅地区です。
　現在529世帯、1,394名の住民が居住しており、夏
祭りや敬老会などの区主要事業においては、子ども
たちから高齢者まで住民一体となり、地域活動に参
画し、コミュニケーションの向上を図り、よき伝統の
継承を図っています。
　また、地区内における花壇等の整備や不法投棄、
ゴミの収集などを定期的に実践し、環境美化活動に
も取り組んでいます。「住んでみたい、住んでよかった」
と言われるような「地域づくり、まちづくり」が私たち
脇山区の目標です。

特定非営利活動法人 
玉里しみじみの村

代表：理事長  齋藤弘行
設立：平成15年7月
（法人化は平成19年1月）

構成：会員22名

　旧玉里村には特にまつりがなかったことから、新
しいまつりを構築すべく、多くの団体の協力により、
「うさぎまつり」を実施しています。具体的には「滝平
二郎」画伯の作品をモチーフとしたトーローを製作、
ディスプレイ、地元農産物等の直売、地域サイクリ
ング、野外コンサー
ト、しみじみの家敷
地にある畑を活用し、
農家と非農家周辺住
民、都市生活者との
農業体験交流などを
実施しています。

★ このコーナーでは、まちづくり
　組織を順次紹介しています。

▲竹原地区コミュニティ
　（フラワー感謝祭）
　H21.11.1

▲さわやかな野田をつくる会
　（第 1回ふれあい運動会）
　H21.10.25

各地でさまざまなイベントを開催し、学区まちづくり組織が活動しています。まちづくり組織の活動

◀玉里小学校区コミュニティ
　（第 1回世代間交流球技大会）
　H21.11.14

広報おみたま　平成 21年 12月 10 日

まちづくり組織紹介
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小川南中学校

　11月９日、小川
南中学校（小林義
治校長）で全校生
と保護者を対象
とした「いのちの
講演会」が開催さ
れました。
　講演会では、
５年半前に交通
犯罪に遭い次男・

滉太くん（当時４歳）を亡くされた中土美砂さんが、今でも消え
ることのない苦しい胸の内を語りました。
　中土さんは、事故が加害者の無謀な運転により起こったにも
かかわらず、加害者を憎むより子どもを助けられなかった自責

　その昔、川戸に住
むカッパからとげ抜
きの薬の作り方を教
えられたという言い
伝えが残る植田家で、
今年、屋敷内に伝薬
由来の碑が建立され
ました。
　現在、植田家では、
共榮さん、たかみさ

ん夫妻が、先祖から伝わるとげ抜きの薬の作り方を大事にし、今
も家伝薬としてその伝えを守り、とげに悩んでいる人があれば無
償で分けているそうです。
　カッパの碑がお披露目となった11月15日は、前日の風雨がうそ
のように早朝からすこぶる天気がよく、親族一同がカッパに扮し
て記念撮影をしたり、近所の方々を交えて楽しい振り付けで「川戸
のカッパ様音頭」を輪になって踊ったり、餅をついたりして祝いま
した。
　共榮さんは、「由来碑
建立は、兄弟11人が力
をあわせて心を込めて完
成させていただくことが
できたもの。これからも
感謝を忘れずに、この思
いが続くよう報いていき
たい」と話していました。

川戸の植田家

の念に苦しみ、人前で泣けなくなったこと、感情のコ
ントロールができなくなり、つらい日々を送っていた
事故後のことを語りました。また、立ち直るきっかけ
を与えてくれた「被害者支援センター」の存在や周囲の
方の気遣いに感謝し、「大切な人をたくさんつくって
ほしい。みんながみんな大切な人になってくれれば犯
罪のない社会になるのでは」と強く語りかけました。
　生徒達は、犯罪被害に遭うということ、被害者支援
とはどういうものか、もし自分の周りでそのようなこ
とが起こったときに自分ができることは何か等、多く
のことを考える機会となりました。

　10月31日、
玉里東小学校
で、授業やさ
まざまな学校
行事等でお世
話になってい
る地元の方々
へのお礼と、

地元高齢者との交流、学校農園での作物の収穫を
祝うことを目的とした「第25回東の祭り」が行われ
ました。
　当日は、児童発表としてステージで各学年が工
夫を凝らした劇や、合唱などが発表されたほか、
児童が育て、収穫したもち米でお餅をつき、お雑
煮にして来場者に振舞われました。開催にあたっ
ては、子ども会育成連合会、交通安全母の会、
PTA役員の皆さんのご協力を得て、来場者の心温
まる手づくりのイベントとなりました。
　最後に、来場してくださった皆さんに5年生の
高橋優大さんからお礼のことばが述べられました。

　11月21日、旧園部川排水施設維持管理組合（立村 忠会長、会員24名）
で、機場周辺の草刈りや泥あげを行いました。この日は、新たに会長
となった立村さんが中心となり、本田町、中田宿、川岸、橋向、横町
の委員の皆さんが草刈り機等を持参して、約１時間半にわたり機場周
辺をきれいにしました。

平成 21年 12月 10日　広報おみたま
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　11月 11日、小川文化センター（アピオス）大ホー
ルにおいて、来春、小美玉市内の小学校で新一年生
となる 517 名と保護者を招待して、七つの祝い記
念式典が開催されました。
　式典では、島田市長がお祝いのことばを述べた後、
記念品のランドセルが代表園児 2名に手渡されま
した。
　式典終了後は、記念行事として「3びきのこぶた」
の児童劇公演が行
われ、園児らはス
テージいっぱいに
繰り広げられる楽
しい物語の世界に
引き込まれていま
した。

　11 月 8日、玉里 B&G 海洋センター体育館で「第
11回小美玉市空手道大会」が開催されました。大会
では、近隣のスポーツ少年団等 120 名の選手が熱
戦を繰り広げました。
　各部門の優勝者は次のとおりです。
〈組手の部〉 石田 美奈、井川茉菜花、宮本虎太郎、 高安 峻平、

菅谷桃咲夏、飯島 祐也、楠　 理久、中山 朋佳、
若松 芳樹、菅谷紫帆里  

〈形 の 部〉 石田 美奈、近藤 一晟、宮本虎太郎、戸村衣梨子、
高安 峻平、飯島 祐也、楠　 理久、中山 朋佳、
若松 芳樹、金子 真琴  

元気いっぱい、魅力いっぱいの上吉小
　「いきいき、きらきら、みんな元気なかみよしの子」を
合言葉に 210 名の児童と教職員が一体となって学んでい
ます。その姿を、タイサンボクの大樹が温かく見守って
います。
　本校の特色を３点紹介します。１つ、全校挙げての縦
割り班の活動（なかよしタイム）や農業体験・自然体験。
農業体験では、思いや願いを実現するために話し合いや
段取りを重ねて季節の野菜を育て、大地の恵みを実感し
ています。
　２つ、読書や運動への取り組み。年間 50冊以上の読破
100%を目指して取り組んでいます。さらに日常的に運動
に親しみ体力向上を進めています。
　３つ、児童の学力向上。ノート展による学び合いや学
習習慣の向上等着実に学ぶ力がついてきています。
　このよう
に心も体も
学力も伸び
んと、上吉
の子は元気
です。

竹 原 小 学 校 （竹原571番地）

心をはぐくむ集団活動
　 本校では、「明るくたくましい竹原っ子」の育成を目指
し、 心豊かに人とかかわることができるように、異年齢
集団による活動を数多く取り入れています。毎週火曜日
の「キッズタイム」では、１年生から６年生までの全児童
343 人が 12のグループに分かれ、内容や役割を話し合い
集団遊びを行います。低学年の子が困らないよう優しく
声をかけたり、ルールを工夫したりして楽しく元気に校
庭を走り回る姿がみられます。
　秋には、グループ活動で収穫したもち米を活用して、
収穫の喜びを地域の方々と一緒に祝う「みのりの秋ふれ
あい集会」が行われます。お世話になった方々に感謝す
るととともに自分たちの学習の成果を発表し、おもちを
食べながら楽し
く交流する一日
です。
　竹原小の子ど
もたちは、地域
の方々の温かな
目に見守られな
がら伸びやかに
育っています。

上吉影小学校（飯前1376番地16）

広報おみたま　平成 21年 12月 10 日

学 校 紹 介

い き い き おみたまっ子おみたまっ子おみたまっ子おみたまっ子おみたまっ子おみたまっ子
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日　

時　

平
成
22
年
1
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　

所　

 

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡　
　

ひ
ま
わ
り
の
館　

ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

内　

容

　

・ 

講
演

　
　
「
自
閉
症
者
の
就
労
と
支
援
」

　

・ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
自

閉
症
者
の
就
労
〜
実
態
と
支
援

の
課
題
〜
」

申
込
方
法

　

1
月
10
日（
日
）ま
で
に
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
メ
ー
ル
、
郵
送
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

参
加
費　

 

主
催
・
後
援
団
体
会
員
、

学
生
無
料
。
一
般
5
0
0
円
。

そ
の
他

　

弁
当
の
予
約
が
で
き
ま
す
。（
要
予

約
）託
児
が
あ
り
ま
す
。（
1
日
5
0
0

円
、
12
月
15
日
ま
で
に
要
予
約
）

　

問
茨
城
県
自
閉
症
協
会

　

☎
・
FAX
6
2
-2
8
2
0

　

E
メ
ー
ル

　
　

asibaraki@
yahoo.co.jp

日　

時　

 

平
成
22
年
1
月
30
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
5
時

受　

付　

午
後
0
時
30
分

会　

場　

 
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡　
　

ひ
ま
わ
り
の
館　

ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
石
岡
市
大
砂
1
0
5
2
7
-6
）

参
加
費　

無
料

定　

員　

3
0
0
名（
要
予
約
）

内　

容

　
（
演
題
）　　

　

・ 「
忙
し
い
あ
な
た
の
た
め
の
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

撃
退
作
戦　

―
は
ら
す
ま
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
紹
介
」中

川　

徹
先
生

　

・ 「
〜
気
に
な
る
メ
タ
ボ
〜
食
べ

な
が
ら
痩
せ
る
コ
ツ
を
教
え
ま

す
」　　
　
　

吉
田
俊
秀
先
生

　

・ 「
肥
満
の
確
か
な
予
防
・
改
善

策
ス
マ
ー
ト
„
ダ
イ
エ
ッ
ト
“」

田
中
喜
代
次
先
生

　

・
質
疑
応
答

申
込
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
人
数
を
記
入
の
う
え
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　

問
健
康
増
進
課（
四
季
健
康
館
内
）

　

☎
4
8
-０
２
２
１

　

FAX
4
8
-0
0
4
4

　

太
平
洋
戦
争
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域

の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
賛
助
金
と
し
て
一
律

10
万
円
で
す
。
日
程
等
の
詳
細
は
、

（
財
）日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

（
☎
0
3
-3
2
6
1
-5
5
2
1
内

線
3
6
5
6
〜
8
）へ
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
平
成
21
年
度
追
加
事
業
実
施
地
域
】

● 
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
二
ア

　

 （
実
施
時
期
）

　
　

平
成
22
年
2
月
6
日
〜
13
日

　
（
申
込
締
切
）　

12
月
20
日

● 

フ
ィ
リ
ピ
ン

　

  （
実
施
時
期
）

　
　

平
成
22
年
3
月
3
日
〜
10
日

　
（
申
込
締
切
）　

12
月
25
日

● 

ミ
ャ
ン
マ
ー

　

  （
実
施
時
期
）

　
　

平
成
22
年
3
月
12
日
〜
21
日

　
（
申
込
締
切
）

　
　

平
成
22
年
１
月
25
日

● 

中
国

　

  （
実
施
時
期
）

　
　

平
成
22
年
3
月
18
日
〜
26
日

　

 （
実
施
時
期
）

　
　

平
成
22
年
１
月
30
日

　

い
ま
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡
管
内

で
は
、
大
勢
の
高
校
生
が
就
職
を
希

望
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
高
卒
求
人

の
申
込
み
は
、
非
常
に
少
な
い
状
況

で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
就
職
が
決

ま
ら
な
い
ま
ま
卒
業
を
迎
え
る
生
徒

が
多
数
で
て
し
ま
い
ま
す
。

　

企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳

し
い
も
の
が
あ
る
と
は
存
じ
ま
す

が
、
将
来
を
担
う
「
若
い
活
力
あ
る

人
材
」
の
募
集
、
採
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

（
石
岡
公
共
職
業
安
定
所
）

　

☎
2
6
-8
1
4
7

　

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
茨
城
県

内
の
売
場
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
県
の
貴
重
な
財
源
と
な
り

皆
さ
ま
の
身
近
な
暮
ら
し
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

発
売
期
間   

12
月
22
日（
火
）ま
で

平成 21年 12月 10 日　広報おみたま

人
権
啓
発
活
動
等
事
業  
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
自
閉
症
児
者
が

  

い
き
い
き
と
地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
」

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
肥
満
を
や
っ
つ
け
ろ
」

〜
食
べ
た
い
け
ど

痩
せ
た
い
人
の
た
め
に
〜

㈶
日
本
遺
族
会
の

 「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

参
加
者
募
集

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

高
校
生
を
採
用
し
て
く
だ
さ
い

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

茨
城
県
内
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
!



3

3
※2009年９月以降のご成約の方対象 ※プラン内容掲載の項目は当社基準とさせて頂きます
※2010年６月まで期間限定 ※他のプランとの併用は致しかねます ※右記以外の追加項目についてご相談ください
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今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
小
正
月

（
1
月
14
日
）の
伝
統
行
事「
な
ら
せ
餅
」

を
小
美
玉
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
に
展
示

し
ま
す
。

　

な
ら
せ
餅
は
、
小
正
月
の
前
日
に
つ

い
た
餅
を
紅
白
の
丸
餅
に
し
て
ナ
ラ
の

木
に
付
け
て
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
と

無
病
息
災
を
祈
願
す
る
伝
統
行
事
で
す
。

美
野
里
農
作
業
受
託
組
合（
市
村
文
男
組

合
長
）の
皆
さ
ん
が
、
1
月
14
日（
木
）の

朝
か
ら
市
役
所
で
餅
つ
き
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
市
役
所
の
前
で
餅
の
無

料
配
布（
午
前
10
時
ご
ろ
）を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
小
正
月
の
伝
統
行
事
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
財
）美
野
里
農
業
公
社

　
　
　
　

小
美
玉
市
農
政
課
振
興
係

　
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
」な
ど
と

称
さ
れ
る
タ
イ
製
の
や
せ
薬
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
死
亡
事
例
を
含
む
重
篤

な
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
製
品
を
入
手

し
て
服
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

服
用
に
よ
り
体
調
異
常
が
現
れ
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
服
用
を
中
止
し
、
医
療

機
関
を
受
診
す
る
と
と
も
に
、
水
戸
保

健
所（
☎
0
2
9
-2
4
1
-0
1
0
0
）に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

年末年始のごみ収集
小川・玉里地区の方へ
　12月29 日（火）から平成 22年１月３日（日）まで、ごみ
収集は休みになります。
　この期間中、ごみを集積所へ出すと周辺の方々に大変
ご迷惑となります。皆さまのご理解ご協力をお願いします。
〈年内最後の「燃えるごみ」収集日〉

期　　日 12 月28 日（月）
種　　類 燃えるごみ
対象地区 小川・玉里地区全域

※ その他のごみについては、12 月28 日（月）まで、「平
成 21 年度家庭ごみ収集カレンダー」のとおり、収集
作業を行います。各ご家庭でカレンダーをご確認のう
え、ごみの収集にご協力ください。

〈収集開始日〉
期　　日 １月４日（月）
種　　類 燃えるごみ
対象地区 小川・玉里地区全域

※ 平成 22 年1 月４日（月）からは、ごみの収集を「平成
21年度家庭ごみ収集カレンダー」のとおり行います。

★ 霞台厚生施設組合環境センターへの自己搬入停止のお
知らせ

　周辺道路および施設の混雑等のため、自己搬入（一般
家庭および企業・事業者）の受入れは、12 月28 日（月）ま
でです。年明けの受入れは、１月４日（月）からになりま
す。午前８時 30 分から午後４時 30 分まで。（11 時 45
分から午後１時は除く）受付は有料です。
※（土・日は受付しておりません。）
○自己搬入停止期間
　12月 29 日（火）～平成 22年１月３日（日）
【問い合わせ】
　環境課　☎４８－１１１１　内線1144・1145
　霞台厚生施設組合環境センター　☎２６－０２４６

美野里地区の方へ
　12 月 30 日（水）から平成 22 年１月３日（日）までごみ
収集は休みになります。
　この期間中、ごみを集積所へ出すと周辺の方々に大変ご
迷惑となります。皆さまのご理解ご協力をお願いします。
〈年内最後の「燃えるごみ」収集日〉

期 日 12 月29 日（火）
種 類 燃えるごみ
対象地区 美野里地区全域

※ その他のごみについては、12 月29 日（火）まで、「平
成 21 年度　家庭ごみ収集計画表」のとおり、収集作
業を行います。各ご家庭で計画表をご確認のうえ、ご
みの収集にご協力ください。
★ 茨城美野里環境組合クリーンセンターへ自己搬入する
場合
　12 月 29 日（火）まで受付を行います。午前８時 30 分
から午後３時まで。受付は有料です。
※ （土・日・祝日は受付しておりません。）
〈収集開始日〉
期　　日 １月４日（月） １月５日（火）
種　　類 古紙 燃えるごみ

対象地区 堅倉・竹原地区
（第 1月曜日の地区） 美野里地区全域

※ 平成 22 年１月４日（月）からは、ごみの収集を「平成
21年度　家庭ごみ収集計画表」のとおり行います。
【問い合わせ】
　環境課　☎４８－１１１１　内線1144・1145
　茨城美野里環境組合クリーンセンター　☎４８－１５７１

広報おみたま　平成 21年 12月 10 日

な
ら
せ
餅
の
展
示

お
よ
び 

実
演
の
ご
案
内

個
人
輸
入
の
や
せ
薬
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
!



新品も!中古も!純正品も!現金特価
自動車の保険ご利用の手続きも致します。

石岡市国府７－８－１【６号国道恋瀬橋北交差点角】

電話 22-3740

けんこうビューけんこうビューけんこうビュー うつ病について

12

○うつ病の原因
　うつ病は憂うつ感や無気力な状態がいつまでも続き回復せず、日常生活に支障が出る病気です。ストレスなど
によって脳内の神経と神経を結ぶ脳内神経伝達物質（セロトニンやノルアドレナリン）の減少によって引き起こさ
れるといわれています。決して気の持ちようやこころの弱さによるものではありません。

○うつ病の症状
　①身 体 症 状…体のだるさ、眠れない、食欲がない、疲れやすい
　②こころの症状…ゆううつな気分、 やる気が起きない、 頭のぼんやり感、 何も考えたくない、
　　　　　　　　　不安・落ち着きがない、イライラする・あせる

○うつ病を疑うサイン
　●自分が気づくサイン
　　・ 悲しい、憂うつな気分、沈んだ気分   ・今まで楽しめたことにも興味がわかず楽しくない
　　・疲れやすく元気がない    ・気力、意欲、集中力の低下を自覚する
　　・寝つきが悪い、あるいは夜中や朝早く目が覚める ・心配ごとが頭から離れず、考えが堂々巡りする
　　・失敗や悲しみ、失望から立ち直れない  ・自分を責め、自分には価値がないと感じる
　●周りが気づくサイン
　　・以前と比べ表情が暗く元気がない   ・体調不良の訴えが多くなる
　　・仕事や家事の能率が低下、ミスが増える  ・周囲との交流を避けるようになる
　　・遅刻、早退、欠勤（欠席）が増加する  ・趣味やスポーツ、外出をしなくなる
　　・飲酒量が増える 

○うつ病の理解が支えになります
　●家族や周囲の人の対応のポイント
　　・ゆっくりとくつろげる環境をつくりましょう。
　　・励ましは禁物です。
　　・本人は気がすすまないのに気晴らしを勧めることはやめましょう。
　　・自殺まで考えているほど苦しんでいることがあります。そっと寄り添って見守ってください。
　　・診察を受ける決心がつかないでいる時、力を貸してください。時には家族の決断が必要です。

○うつ病は専門の医療機関で治療しましょう
　うつ病はこころの変化の現れる病気なので、こころの病気を専門にしている医療機関（精神科、神経科、心療
内科、メンタルクリニック）で専門的な診断や治療を受けましょう。治療のポイントは十分な休養と医師の指示
による適切な薬の服用です。うつ病は早期発見と適切な治療を受けることにより治る病気です。うつ病を理解し、
あせらずに治療することが大切です。

【相談窓口】
○ 水戸保健所  ☎ 029－241－0571

○ 精神保健福祉センター
　一般相談 毎週火・木曜 予約制
   ☎ 029－243－2870
 
○小美玉市 健康増進課 「こころの健康相談」
　※事前申込みが必要です。
　四季健康館  ☎ 48－0221
　小川保健相談センター ☎ 58－1411
　玉里保健福祉センター ☎ 48－1111（本庁経由）

平成 21年 12月 10日　広報おみたま
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小
川
俳
句
会

　

知
ら
ぬ
顔
山
は
紅
葉
八
ッ
場
ダ
ム　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男　

　

山
茶
花
や
一
ひ
ら
水
子
す
が
る
手
に　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　

秋
の
海
凪
ぎ
て
館
内
イ
ル
カ
シ
ョ
ー　
　
　
　
　
　
　

國　

友　

信　

子

　

老
夫
婦
手
を
た
づ
さ
い
て
紅
葉
狩
り　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

　

バ
ス
の
旅
紅
葉
後
に
舞
い
上
げ
て　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

み
づ
う
み
俳
句
会

　

点
滴
の
永
き
に
耐
え
て
石
蕗
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

長　

島　

久
美
子

　

目
つ
む
り
て
無
心
に
な
り
し
日
向
ぼ
こ　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

凩
こ
が
ら
しの
音
吹
き
荒
れ
る
夜
半
の
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

　

家
政
婦
の
ピ
ア
ス
き
ら
め
く
小
春
か
な　
　
　
　
　
　

和　

田　

一　

晴

　

返
り
花
寺
の
嫁
女
の
姉
か
ぶ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋　

元　

み
ち
子

み
の
り
俳
句
会　
　

　

木
犀
の
匂
ひ
た
だ
よ
ひ
く
る
日
和　
　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

店
一
歩
出
る
や
ま
だ
ま
だ
秋
暑
し　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

虫
時
雨
一
き
は
高
き
声
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
名
瀬　

や
え
子

　

秋
桜
や
さ
し
く
揺
れ
て
暮
れ
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

坂　
　
　

光　

子

　

台
風
の
雲
空
を
も
ち
去
る
如
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

清　

子

欅
の
会

　

新
米
や
母
の
一
粒
宅
急
便　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢　

口　

冨　

久

　

有
り
明
け
の
月
を
背
負
い
し
猫
帰
る　
　
　
　
　
　
　

網　

代　

奈
津
江

　

返
り
花
た
だ
一
輪
の
賑
や
か
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

あ　

さ

　

石
蕗
の
花
め
っ
き
り
耳じ

も
く目
衰
え
し　
　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

よ　

し

　

玉
虫
の
た
ま
む
し
い
ろ
に
永
眠
す　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

午
後
の
陽
に
想
ひ
残
せ
り
秋
の
蝶　
　
　
　
　
　
　
　

大　

塚　

幸　

子

　

髭ひ
げ
づ
ら面
の
盃
交
は
す
秋
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅　

場　

久　

子

　

柚
子
の
黄
に
暮
色
の
宿
る
屋
根
瓦　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

篁　

村

　

岩
肌
に
映
ゆ
る
紅
葉
や
空
青
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

田　

文　

江

　

沼
の
面
に
賑
は
ふ
羽
音
鴨
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

久
々
に
亡は

母は

の
夢
見
て
返
り
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢　

口　

友　

子

　

芒す
す
き
は
ら原
み
る
み
る
夕
日
沈
み
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

昭　

子

　

競
い
合
ふ
鮭
の
溯そ

じ
ょ
う上
を
見
と
れ
を
り　
　
　
　
　
　
　

斎　

藤　

富　

子

　

雨
ご
と
に
色
を
深
め
て
草
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

石　

康　

子

　

十
三
夜
謙
信
公
の
詩
を
思
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙　

橋　

正　

治

四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

母
逝
き
て
三
年
経
ち
し
ふ
る
里
の
菩
提
寺
に
聞
く
秋
蝉
の
う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

根　

本　

智
恵
子

　

雅
楽
の
舞
の
呼
吸
に
や
が
て
馴
れ
き
た
る
空
気
は
千
の
客
席
つ
つ
む　
　
　
　
　
　
　

幡　

谷　

啓　

子

　

九つ

十づ

九ら

折
る
棚
田
の
畔
の
ひ
が
ん
ば
な
霊
魂
を
導
く
燭あ

か

り
の
如
し　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

本　

長　

治

　

吾
を
お
も
ふ
母
の
こ
こ
ろ
の
切
々
と
遺
品
の
文
に
ま
た
涙
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

田　

は
る
江

　

わ
が
歌と

も友
ら
年
々
淋
し
く
な
り
ま
し
た
あ
の
世
と
や
ら
で
歌
会
し
ま
し
ょ
う　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

戦
争
の
ド
ラ
マ
終
り
て
寄
る
窓
に
う
る
め
る
星
を
し
ば
し
見
て
い
る　
　
　
　
　
　
　

菊　

地　

道　

子

　

黄
ば
み
た
る
稲
を
か
き
わ
け
か
き
分
け
て
実
り
具
合
を
確
か
め
に
け
り　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

豪
快
に
や
ぐ
ら
投
げ
せ
し
朝
青
龍
テ
レ
ビ
に
わ
れ
も
し
ば
し
拍
手
す　
　
　
　
　
　
　

永　

井　

房　

子

　

コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
て
静
か
な
音
楽
を
聞
き
し
こ
の
時
心
安
ら
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

由　

雄

　

何ど

こ処
ま
で
も
真
昼
の
空
間
日
を
追
い
て
飛
ぶ
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
パ
リ
遠
か
り
き　
　
　
　

塚　

田　

文　

雄

み
の
り
短
歌
教
室

　

老
い
母
に
声
を
荒
げ
て
切
な
し
と
介
護
す
る
友
鬱
を
患
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武　

藤　

節　

子

　

収
穫
の
一
反
分
か
稲は

架ざ

干
し
の
田
の
面
に
か
ぐ
ろ
く
地
下
足
袋
の
跡　
　
　
　
　
　
　

石　

﨑　

絹　

子

　

か
た
つ
む
り
這
い
た
る
跡
の
広
告
紙
ひ
と
夜
に
あ
ま
た
の
丸
き
穴
あ
く　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

豊　

子

　

一
球
よ
り
千
個
を
超
え
し
は
や
と
う
り
売
っ
た
り
上
げ
た
り
一
秋
は
し
ゃ
ぐ　
　
　
　

小　

林　

英　

子

　

故
郷
に
似
し
荒
畑
の
刈
り
取
ら
れ
冷
た
い
西に

風し

が
吹
き
ぬ
け
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

ま　

さ

玉
里
短
歌
会

　

土
運
び
蟻
の
一
族
す
み
始
む
伐
採
さ
れ
し
欅
の
窪
み
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

秋
長た

く
る
畑
に
落
つ
る
毬
栗
を
気
力
萎な

え
た
る
日
は
蹴
飛
ば
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

高　

柳　

義　

信

　

三
日
月
は
心
を
癒
す
お
医
者
さ
ん
雲
な
き
西
の
空
仰
ぎ
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

忠　

次

　

陽ひ

に
映
え
て
柿
た
わ
わ
な
る
君
の
畑
君
は
逝
き
に
き
稔
り
待
た
ず
に　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江 

　

歌
を
詠
む
交
わ
り
を
え
て
五
十
年
の
友
を
奪
い
し
病
魔
が
に
く
し　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

【
お
詫
び
と
訂
正
】

前
号
に
掲
載
の
短
歌
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

一
つ
の
み
成
り
た
る
西
瓜
を
盆
棚
に
供
へ
ん
と
思も

ひ
し
に
雉
子
に
食
ま
れ
ぬ　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子
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緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎23－3515緊急診療所（内科・小児科）

１月１日・２日・３日・10日・11日

◆受付  午前９時～11時30分  午後１時～３時30分

１月１日・２日・３日・９日・10日・11日

◆受付　午後７時～10時30分

１月前半１月前半１月前半
◆受付  午前９時～11時30分・午後１時～３時30分 ◆受付  午前９時～11時30分・午後１時～３時30分
日
1
2
3
10
11

 外　　　科
石岡第一病院
石岡循環器科脳神経外科病院
石岡市医師会病院
友部整形外科
滝田整形外科

（石岡市）
（小美玉市）
（石岡市）
（石岡市）
（石岡市）

☎（22）5151
☎（58）5211
☎（22）4321
☎（26）2339
☎（23）2071

日
1
2
3

 歯　　　科
岡崎歯科診療所
平井歯科医院
色川歯科医院

（石岡市）
（石岡市）
（かすみがうら市）

☎（22）2756
☎（22）2473
☎（029）831-2672

１月前半１月前半１月前半
休  

日
夜  

間

休日診療当番医(外科) 休日診療当番医(歯科) １月前半１月前半１月前半

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応） ☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分） ☎０２９－２５４－９９００

茨城空港ターミナル地区周辺にて

14
次回広報おみたま１月号の発行日は１月14日（木）です。この広報紙は、環境に優しい大豆インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http：//www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.html

〈編集・発行〉小美玉市役所秘書広聴課
　　　　　　　　    ☎ 0299－ 48－1111　内線1221

埜
の　むら

村　聖
せいいちろう

一郎ちゃん
（平成 20年 7月 8日生）
◆ 動物大好きで、おしゃべり上手 !
これからも好奇心旺盛で伸び伸
びと育ってね。

　

10
月
25
日
、
玉
里
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
た
「
第
3
回
小
美
玉
市
産
業
祭
」
に
お

い
て
、
小
美
玉
市
茨
城
空
港
利
用
促
進
協

議
会
・
小
美
玉
市
商
工
会
主
催
に
よ
る
茨

城
空
港
の
利
用
促
進
と
知
名
度
ア
ッ
プ
を

目
的
と
す
る
「
空
弁
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
市
内
の
飲
食
店
や

商
店
等
か
ら
地
元
の
特
産
品
で
あ
る
「
ニ

ラ
・
レ
ン
コ
ン
・
卵
」
を
中
心
に
創
っ
た

11
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
や
ど
ん
ぶ
り
物
、
お
寿
司

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し

た
創
作
弁
当
が
出
品
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
査
は
、
会
場
に
訪
れ
た
一
般

の
方
に
よ
る
見
た
目
投
票
と
ク
ッ

キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
ネ
モ
ト
の
根
本
悦
子
校
長

を
審
査
員
長
と
す
る
5
人
の
審
査
員
に
よ
る

試
食
審
査
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
1
作
品
、

優
秀
賞
2
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
入
賞
し
た

創
作
弁
当
は
、今
後
、

市
の
イ
ベ
ン
ト
や
地

元
の
飲
食
店
等
で
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　

11
月
5
日
、
一
般
公
募
に
よ

る
22
名
の
参
加
を
得
て
、
茨
城

空
港
見
学
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
は
じ
め
に
タ
ー

ミ
ナ
ル
地
区
周
辺
で
茨
城
空
港

の
進
捗
状
況
や
整
備
概
要
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
後
、
完
成
間

近
と
な
っ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

や
空
港
駐
車
場
な
ど
を
展
望
し

ま
し
た
。

　

見
学
を
終
え
て
、
参
加
者
か

ら
は
、
就
航
を
表
明
し
て
い
る

ア
シ
ア
ナ
航
空
の
運
賃
の
こ
と

や
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
に
か
か
る

日
数
な
ど
に
つ
い
て
等
、
茨
城

空
港
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て

の
具
体
的
な
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

≪優 秀 賞≫
 「三菜色どり弁当」㈲茂木　  「スカイ弁当」鈴木○常種苗園

≪最優秀賞≫
「いろどり小美玉」梅久

平成 21年 12月 10日　広報おみたま

茨
城
空
港
開
港
記
念

「
お
み
た
ま
空そ

ら

弁べ

ん

コ
ン
テ
ス
ト
」が
行
わ
れ
ま
し
た

11
月
の

茨
城
空
港
見
学
会




